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御正忌報恩講法要

講師　住職自修

講題　『如来大悲の恩徳』　
■報恩講　～浄土真宗をしのぶ行事～ 《親鸞聖人の徳に報います》

 　新年おめでとうございます。

　いよいよ今年は親鸞聖人 750 年大遠忌のお勤めが始まる年となりました。親鸞

聖人は平安時代も終わりに近い承安（じょうあん）３年（１１７３）

の春、京都の日野の里で誕生され、弘長（こうちょう）２年１１

月２８日（新暦１２６３年１月１６日）、三条富小路（とみのこうじ）

で 90 歳で往生の素懐（そかい）を遂げられました。来年の 1月 16

日が 750 回忌になるので、今年の 4月から一年近くかけて 750 回

大遠忌が勤められます

隨泉寺でも 5月の 12 日から 14 日までバス一台でお参りします。

現在 24 名ですからあと 16 名参加可能です。誘い合わせてお参りください。次の

大遠忌は 800 年ですから 50 年後です。めったにあえない御勝縁ですから、次の

時はありません。

　　　　　　　　　　　1 月の法座予定

1月  ９日 ･･････････････････・････ 掃除　荒野

1月１４日昼席午後 1時より ･･･…･･ 御正忌報恩講法要

1月１４日夜席午後７時より ･･･････ 御伝鈔拝読上巻　

1月１５日朝席午前 10 時より ･････・御正忌報恩講法要　御伝鈔　おとき

1月１５日昼席午後 1時より ･･･・…･御正忌報恩講法要　御俗鈔

1月１５日午後昼席終了後 ･･････・･･ 新年互礼会

2月　２日午後６時より ･･･････････ 門信徒会本部役員会

☆　気が付けば人生の半分
 私は去年の 11 月 1 日で隨泉寺に入寺して満 30 年が過ぎました。ちょうど 60 歳

ですから人生の半分をこの中野で生きたことになります。周りの景色もずいぶん

変わりました。カンダ鐵工がなくなり、ｺｰﾅﾝとﾗﾑｰになりました。中野東駅も出来

ましたし、瀬野川東中学も出来ました。私を迎えてくださった方々もお浄土へ帰

られました。回りも変わりましたが生活様式もずいぶん変わりました。だんだん

仏間がなくなってきて、ほとんどの家がテーブル ･いすという生活です。

 私は生来のんきで余りまわりは気にかからない性格です。その分ずいぶん回りに

は迷惑をかけたことでしょう。

　「何事も堪忍が肝心じゃ」という話を聞いて、「まことに申しわけないことです。

この源左は、人さまにばかり堪忍してもらってきました」と言った念仏者があり

ます。

　人がしてくださる堪忍ほど見えにくいものはないのではないでしょうか。恩を

知るといいますが、堪忍してもらってきた恩ほど知りにくいものはないでしょう。

如来さまの てしない堪忍に胸を刺し貫かれた源左さんだったからこその一言では

ないでしょうか。

いくら言っても無 だ、見込みがないと思われたら、もう誰も叱ってはくれない

ぞと聞かされました。愛情、とまではいかなくても少なくともなにがしかの期待

あればこそ言いたくないことも言って下さるのだと受け止めなさいということで

しょう。

そういえば亡き父に、いちいちよく叱られました。うるさいと思いましたが、今

はなつかしいばかりです。ある年になると、滅多に叱ってくれる人はいなくなり

ます。叱られるうちが花だという言葉が近頃身にしみます。

【お詫びと訂正】　

昨年お渡しした年忌 知の年号が間違っていました。《平成 23 年》というのが《平

成 22 年》のままでした。何人もの方から、「去年だったのですか」と問い合わせ

の電話をいただきました。単純に年号を 23 年にするのを忘れただけのことです。

お騒がせいたしました。

☆御礼
永代経懇志　金　　拾萬円　落合康荘殿　　故　落合キヨコ様　特 永代経志として

永代経懇志　金　　拾萬円　川崎久美殿　　故　川崎裕文様　　特 永代経志として

永代経懇志　金　　拾萬円　大矢ヒサ殿　　故　大矢一太郎様　特 永代経志として

永代経懇志　金　　拾萬円　山下博義殿　　故　山下 貴重様　特 永代経志として

☆御礼
門信徒会へ　　金　一封　落合康荘殿　　故　落合キヨコ様　　香典返しとして

門信徒会へ　　金　一封　大矢ヒサ殿　　故　大矢一太郎様　　香典返しとして　　



　１月

生きているということを

ねうちのあるものにしなければ

井上和昌先生は、理科教育の部門についても注目されてきた先生です。多くの先生

方を感心させてしまうような理科授業をやってきた先生です。

　でも、「ふなの解剖」を指導するときには、いつも胸が痛んでくるのでした。この

指導が、理科教育の中で たす意義・役割りは、よくよくわかっているのです。でも、

それでなくても「生命軽視」の風潮の強い今日、ちょっと間違えば、この学習で学

ば

せることの幾層倍もの大切なものを失って

しまいそうな気がしてくるのでした。この

学習が「いのちの重さの感覚」を麻痺させ

てしまうことにでもなれば、大へんな非教

育をやってしまうことになります。

　ですから、井上先生は、学年のはじめから、

「ふなの解剖」に備えて、鉛筆や消しゴムの

いのちまで考えさせてきました。そのかい

があって、子どもたちの　「いのちの感覚」は順調に育っていったように見えました。

　ところが、いよいよ「ふなの解剖」を指導するときが来てしまいました。

「明日から理科の勉強は『魚のからだ』にはいります。班ごとに一匹ずつ　『ふな』

を

もってきてください」といったとき、子どもたちは歓声をあげてしまいました。先

生はもうすっかり気が滅入ってしまいました。

　しかし、四月から、鉛筆や消しゴムのいのちまで考えさせてきた先生の気持ちは

無 ではなかったようです。ちゃんと、子どもたちの心の中に、大切なものが育てら

れていたようです。

　翌日、理科の時間、学習のめあてを確かめて、解剖皿にふなをのせたときから、

どの班でも、「ふなさんごめんよ」　「ふなさんごめんよ」というつぶやきが生まれは

じめました。

　その心持ちを、砂江子ちゃんは「わたしは、ふなのいのちのほうが人間のいのち

より軽いとは思えません。いのちはみんな同じ重さだと思います。『ふなさん、ごめ

んよ』　『ふなさん、ごめんよ』とつぶやきながら解剖させてもらいました」と書い

ています。

　毛利君は、「ふなのからだのしくみはすばらしいと思いました。ぼくのからだもこ

れとおなじようになっているのだと思いました。心ぞうは、うきぶくろをとっても、

腸をとっても、らんそうをとっても、ドクドクみゃくうっていました。ふなはどこ

までも生きようとしていました。人間の中には自殺したりする人がいますが、ふな

はどこまでも生きようとしていました。そのいのちをぼくたちはうばってしまった

のです。

ふなのかわりにも、ぼくが生きているということをねうちのあるものにしなければ

‥‥と思いました」と書いています。

☆かけがえのない存在でした 。
　明るい娘でした。体を動かすことが大好きで、いつも外でお友

達と元気に遊んでいたものです。かけっこが得意だった娘が、運

動会のリレーで一生懸命に走っていた姿が忘れられません。

　末っ子に生まれ甘えん坊に育った娘は、姉や兄たちと仲が良い

あまり喧嘩になることもありました。「私はパパから生れた」と

言って、皆を笑わせていた娘・・・。その存在は、家族にとって

本当にかけがえのないものでした。

　次女　美里は、平成 22 年 10 月 10 日、8 年の短い生涯をとじま

した。娘に病が見つかったのは、昨年 12 月のことでした。入院し、

小さな体でつらい治療に耐えた頑張り屋の娘を、今はただ褒めて

あげたいと思います。あまりにも早い  れは残念でなりませんが、

病から解放された娘に「ゆっくり休んでね」と声をかけ、皆で見

送ります。　仲良くしてくださった皆さまへ、娘に代わり心より

感謝申し上げます。

　　法名　釋香美　　俗名　迫　美里　平成２２年１０月１０日寂　行年９歳

　　H22.10.12　迫　憲司

☆悲しみの中から
悲しみと寂しさはひたひたと静かに満ちてきて引くことのない潮のごとく、あらゆ

る感情の底辺に広がるもののようです。

それは、現実に対する拒絶反応としての感情ではなく、現実を受容したところから

起こる感情だともいえるかもしれません。だからこそ歳月を経ても消えることがな

いのでしょう。愛するものの死に直   した当初は、混乱と当惑、怒りにも似た嘆き

が先に出て、悲しむ余裕もないことが多いようです。

この悲しみが、ほとけさまの大悲を知り、慈悲心を生むのだと教わりました。

親を亡くした人は、過去を失う。

配偶者をなくした人は、現在を失う。

子を亡くした人は、未来を失う。

恋人 ･友人 ･知人を亡くした人は自分の一部を失う。　　E.A. グロルマン


